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ヤオイまたは とは女性による女性のための男性間の恋愛や性を描いた漫
画や小説のジャンルの名称である。ヤオイ研究は 年代末に始まり、今で
はヤオイに関する論考は着実に蓄積している。しかし先行研究の批判的検討が
不足しているとの声が研究者の間から上がっていた。そこで本論文では今まで
のヤオイ論を整理することでヤオイについての批評的な言説の流れを概観し、
・ヤオイの学術的分析を取り巻く現在の状況を明らかにすることを試みた。
主要な先行研究を調査した結果、今までの研究ではヤオイの発端や発展を辿
る系譜学的研究と、ヤオイの性質や特徴を分析する批評的研究と主に 種類が
存在していることが分かった。系譜学的先行研究によるとヤオイは 年代
に生まれた少年愛マンガに端を発し、その後アニメ同人誌の隆盛と共に発展し
やがて商業誌で同様の内容を扱う というジャンルが成立した。
批評的研究は主に女性がヤオイを好む心理的原因を探求する論考と、女性に
とってヤオイが果たす社会的機能を考察する研究があった。
これらに加えてヤオイはゲイ差別表現だとする議論「やおい論争」が

年代にあった。これを機にヤオイ作品にみられるゲイ差別的な表現についての
問題意識が指摘され、「やおい論争」は従来のヤオイ論には薄かったセクシュ
アリティへの関心が高まるきっかけとなった。
全体を通してヤオイ研究はヤオイを単なる一部の女性の趣味嗜好の問題では
なく、男性中心社会における女性の社会的抑圧の問題、そして家父長的ジェン
ダー規範に対抗する女性の性的主体性の問題と絡めて論じてきた。そしてその
後ヤオイが内包するホモフォビアに主眼を置く議論が現れ、ジェンダーではな
くセクシュアリティによる抑圧の問題もヤオイ論は射程範囲とするようになっ
た。その結果現在のヤオイに関わる人々・事象の分析はジェンダー・セクシュ
アリティの両方を軸としている。



Various Phases of BL/Yaoi Critique in Japan (Abstract)
Yuya HIGUCHI


